
In
fo

!  N
O

. 2

20

　防災研究所附属地震予知研究センターでは、今年4月より、DNSサーバを部局（研究室）管理からKUINS管理

に変更しました。研究室での計算機管理の省力化のためにも、いずれはKUINS管理に移行したいと思いながら

数年を経ていました。共同研究等のデータ交換・公開のための計算機を設置・撤去するたびにDNSエントリを

変更するには手元にサーバがあるほうが都合がよいと考えていたからです。このタイミングで移行に踏み切っ

た主な理由を挙げると、次のようになります。

（1）計算機自体の更新時期がせまっていたこと

（2）KUINS-DB上でDNSエントリを変更できるようになったこと

（3）DNSサーバのプログラムに繰り返し脆弱性が報告され、外部向けの運用が不安になってきたこと（KUINSの 

　 担当者からサーバ変更の打診を受けたのは、特にこの点について懸念があったからです）

（4）メールは全学メール、webはホスティングサービスの利用とKUINSのサービスへの移行が進んでおり、DNS 

　 サーバだけを研究室で維持する意味合いがうすれてきたこと

　 ただし、サーバの変更にあたっては、

（a）webサービスのバーチャルホストに関わるエントリ

（b）KUINS3のホストからのメールを全学メール等で受信できるようにするためにkuins3mxの設定※1が必要

（c）過去に利用していたメールドメイン（サブドメイン）を継続性の観点からもうしばらく残しておきたい

という3点について、これまでと同じように機能しこちらでエントリの変更ができるかどうかについて不安があり

ました。そこで、これらに関わるKUINSのDNSサーバ上での実装と移行手順についてKUINS担当者と十分な打

ち合わせをしました。KUINS-DB上のDNSエントリ変更には「申請せずに変更」というオプションがあり、土日、夜

間等の即時変更も可能であることを教えていただいたことも、安心材料になりました。もとのDNSサーバの設定

ファイルの必要部分を見ていただき、問題なくKUINS管理に移行でき、かつ移行後のエントリ変更も可能であ

ることを確認してから実際の作業に移りました。あらかじめKUINSのDNSサーバに入力していただくことができ

たため、数十あったエントリをいちいちKUINS-DB上で入力することもなく、あっけなくDNSサーバの変更作業

が終了しました。

　当センターでは、通常の学内LANだけでなく、遠隔地との接続や、SINETを利用したプロジェクトへの接続な

ど、ネットワークの利用について日頃からKUINSにお世話になっており、担当の方々とのやりとり（主にメールや

電話ですが）を経験していたことも、スムーズな移行につながったのではないかと思います。

（加納靖之：京都大学防災研究所附属地震予知研究センター　助教）

※1 KUINSニュース No. 40 http://www.kuins.kyoto-u.ac.jp/news/40/ の「部局メールサーバの KUINS-III への設置

　について」にて解説
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